
関係委員意見聴取書面 

関係委員 
（敬称略） 

（所属）（一社）東北地域環境計画研究会 会長 

（氏名）由井 正敏 

聴取日 平成２８年８月８日（月） 

聴取者 環境省 総合環境政策局 環境影響審査室 生田雄一審査官 

要領４．（２）利害関係者の除外 
・意見聴取しようとする事業に係る利害関係の有無。 

                    利害関係    有  ・  無   
要領４．（３）秘密保持の承諾 
・環境影響評価法手続に基づき作成される図書に含まれる希少な動植物種の生息・生育

地の情報その他の秘匿すべき情報を外部にもらさない旨の承諾。 
                       承諾   ・   非承諾   
＜関係委員意見概要＞ 
 
１．オジロワシに係る環

境保全措置について 
 
 
 
 
２．渡り鳥に係る環境保

全措置について 
 

 
・衝突回数の予測結果も考慮して、風力発電設備の再配置や

基数削減を行うことが考えられる。 
・ブレード塗装やシール貼付等は、鳥類からの視認性を高め

衝突数を低減する可能性があるため、他の措置と合わせて

導入した方が良いと考える。 
 
・ガン類、ハクチョウ類は、ある時期に大群で訪れるため、

その時期に風車の稼働を停止することは有効である。 
 

 

別紙２ 



関係委員意見聴取書面 

関係委員 
（敬称略） 

（所属）立教大学 名誉教授 

（氏名）上田 恵介 

聴取日 平成２８年８月９日（火） 

聴取者 環境省 総合環境政策局 環境影響審査室 生田雄一審査官 

要領４．（２）利害関係者の除外 
・意見聴取しようとする事業に係る利害関係の有無。 

                    利害関係    有  ・  無   
要領４．（３）秘密保持の承諾 
・環境影響評価法手続に基づき作成される図書に含まれる希少な動植物種の生息・生育

地の情報その他の秘匿すべき情報を外部にもらさない旨の承諾。 
                       承諾   ・   非承諾   
＜関係委員意見概要＞ 
 
１．渡り鳥に係る環境保

全措置について 
 
 

 
・主な渡り経路への風車の設置は避ける必要がある。 
・地形に沿って渡っていることが考えられ、その場合は渡り

経路は大きくは変化しないであろう。 
・渡りの時期に風車の稼働を停止することは有効である。 
 

 



関係委員意見聴取書面 

関係委員 
（敬称略） 

（所属）東京農工大学 農学部 准教授 

（氏名）星野 義延 

聴取日 平成２８年８月２３日（火） 

聴取者 環境省 総合環境政策局 環境影響審査室 生田雄一審査官 

要領４．（２）利害関係者の除外 
・意見聴取しようとする事業に係る利害関係の有無。 

                    利害関係    有  ・  無   
要領４．（３）秘密保持の承諾 
・環境影響評価法手続に基づき作成される図書に含まれる希少な動植物種の生息・生育

地の情報その他の秘匿すべき情報を外部にもらさない旨の承諾。 
                       承諾   ・   非承諾   
＜関係委員意見概要＞ 
 
１．樹林帯の環境保全措

置について 
 
 
２．改変面積の最小化に

ついて 

 
・樹林帯が連続している場合は、分断による影響を最小限に

するとともに、改変した樹林帯は現状の植生への回復を図

る必要がある。 
 
・自然地形を考慮した工事計画により、改変面積の最小化を

図る必要がある。 
 

 


